社会学概論
（Invitation to Sociology）
	担当教員名　　塚本利幸

	科目区分　専門　選択
	対象学年　２　　　
	開講期　後期
	単位数　２　　

	オフィスアワー
	水曜２限（Ｎ５５３）

	メールアドレス
	tukamoto@fpu.ac.jp

	授業概要

（3行程度）
	社会学を概観するために、社会学説史上の代表的な人物を順次取り上げ、各人の中心的な概念や考え方について解説する。また、家族や集団類型、役割論といった重要なテーマについても解説する。

	授業目標

（4行程度)
	社会学の基本的なものの見方（パースペクティブ）や考え方を身につけるとともに、社会福祉士や精神保健福祉士の国家試験に対応できるように社会学に関する基本的な知識を習得することを目指す。


	授業計画・内容

	1． 社会学的なものの見方とは

2． コント：社会学誕生の時代背景

3． ウェーバー：「プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神」を中心に

4． デュルケーム：「社会分業論」と「自殺論」を中心に

5． ジンメル：「社会分化論」を中心に

6． 初期アメリカの社会学１：シカゴ学派の人々（トマス、パーク）

7． 初期アメリカの社会学２：シカゴ学派の人々（バージェス、ワース、オグバーン、他）

8． ラベリング理論：ベッカーを中心に

9． 構造機能主義１：マートンの理論

10．構造機能主義２：パーソンズの理論

11．社会学における自我と役割の理論（クーリー、ミード、ゴフマン、他）
12．家族に関する理論
13．集団類型論（テンニース、クーリー、マッキーバー）

14．大衆社会論（リースマン、フロム、コーンハウザー、オルテガ）

15．現代社会学の諸潮流

	キーワード
	社会学説史、社会学の基礎知識、社会学的パースペクティブ

	教科書
	指定しない
適宜プリントを配布し、それに従って授業をおこなう

	参考書
	「社会学のあゆみ」「社会学のあゆみパート２」新睦人ほか、有斐閣

「社会学がわかる事典」森下伸也、日本実業出版社

	評価方法

・評価基準
	学期末のレポート試験によって評価する。

社会学の基本的な概念や考え方について正しく理解できているかどうかが評価の基準になる。

	関連科目
	社会問題論Ａ

	履修要件
	なし

	その他


	会学は社会福祉士、精神保健福祉士の国家試験科目です。社会学概論の授業は国家試験への対応を念頭に置いて構成されているので、試験対策の一環として受講されることをお勧めします。


